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100%

・「都市内分権の推進」「地域づくり活動の専門化･高度化」「地域づくり活動の担い手づくり」などの現状や課
題を踏まえ、地域づくり組織等の組織力の更なる充実が必要となっています。
・行政評価（事務事業評価・施策評価）の取組に加え、行政評価委員会や重点事業市長ヒアリング（サマーレ
ビュー）など様々な仕組みや制度を有機的に連動させ、必要性･経済性･効率性･有効性等の視点から事務事業を見
直し改善・廃止システムを構築し、市民の期待に応える施策を予算編成につなげていく取組を進めます。
・組織運営において、室長に権限・責任・情報が集中するとともに、室内で明確に位置付けされた業務リーダーが
不在傾向であることから、チェック機能の強化や次代のリーダー育成・人材育成が必要な状況となっています。

＜行政評価委員会からの意見＞
意見なし

- 100.0

○目標達成に向けた課題

-

- -

成果 27.7 52.6 51.9 52.3 51.1

２．目標

2012 
(H24)

-

目標 -

・重点施策を明確にし限られた行政資源を重点施策に集中するなど、名張躍進に向け戦略的な施策展開を図りま
す。
・多様な主体とのパートナーシップによる「全員参加の社会」の実現に向けた取組を継続的に進めます。
・行政評価（施策評価・事務事業評価）制度や目標管理制度等の継続的な取組により、適切なマネジメントを行
い、事務事業の効果的な推進など成果重視の施策展開を推進します。
・機能的な組織運営を目指すため、平成２６年５月に策定した「組織・機構見直し方針について（H26～H30年
度）」の実現に向けた取組を進めます。

進捗率

57.6

「理想郷プラン」後期基本計画の数値目標（2015年
度）の達成状況　（％）

施策指標（目標）の内容　（単位）
現状値
（H20)

○重点目標

55.3

230

施策評価管理シート 　　

１．施策の基本方針

持続可能な市政運営

戦略的な都市経営

連絡先　（担当室名）

企画財政部

部長名

施　　策

3

1

基本施策

新しい時代を拓く自立と協働による地域経営

担当部局名

森岡　千枝

政　　策 5

63-7389（総合企画政策室）

施
策
体
系

50.0成果

- 50.0

206 222 43%

31.0 - - 34.0市の組織機構が、分かりやすく、利用しやすいと感
じている市民の割合　（％）

目標

・戦略的かつ計画的な市政を推進するとともに、社会環境の変化に的確に対応できる柔軟な行政運営を行います。 
・多様な主体とのパートナーシップのもと、「全員参加の社会」の実現に向けて課題や目標が共有できるようにす
るとともに、行政評価等による実効性の高い行政経営を行います。 
・環境変化に的確に対応し行政目的を効果的に達成するため継続的な組織の見直しと機構改革を進めます。

2011 
(H23)

2014 
(H26)

2015
(H27)

○施策指標（目標）及び達成状況

2013 
(H25)

42.5 55%

- - 320
考査制度による事業見直し件数【延べ値】　（件）

目標 - -

成果 147 186 200

Ｐｌａｎ

Ｐｌａｎ

Ｄｏ

Ｐｌａｎ

Ｐｌａｎ



（合計 事業)

部局による評価担当室による評価

・戦略的かつ重点的な施策展開を図るため、引き続き、予算編成方針において重点取組施策（名張躍進プロジェク
ト事業）を明らかにし、予算の重点配分を行いました。
・地域づくりを担う構成員の増員や事務局機能の強化を図るため、まちづくり活動に参画される人材育成を主な目
的とした「名張ゆめづくり協働塾」を開催しました。
・事務事業評価において施策達成への貢献度評価を引き続き行い、総合計画の推進（施策評価）と事務事業の関連
付けを行うとともに、行政評価結果を活用した事務事業の廃止・見直し、枠配分方式による予算編成を行いまし
た。

＜行政評価委員会からの意見に対する取組内容＞
意見なし

総合企画政策室 - 558 －
検討してい
る、今後可
能性がある

継続（現
行）

6003 －
該当しな
い

継続（現
行）秘書管理費

該当しな
い

継続（改
善）

継続（現
行）

0

秘書室 －

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

－ －

6013 企画一般経費 総合企画政策室 81 64 Ｂ
該当しな
い

継続（現
行）

－

政策調整費 総合企画政策室 15,288
該当しな
いＢ

Ｂ3,127 Ｂ

Ｂ

施策
達成
への

貢献度

5

1302 総合計画推進事業

事務事
業の施
策への
貢献

４．施策達成のための事務事業及び評価

　新たな総合計画策定にあたり、市民ワークショップの開催を通じた市民と職員との意見交換など“ともに考えと
もに創る”仕組みや体制づくりに努めるとともに、新たな総合計画の基本構想（素案）を諮問する審議会を平成２
６年３月に設置しました。

○地域等との連携、協働に向けた取組

施策
達成
への
重要度

事務事
業シー
トでの
今後の
方向

2013 
(H25)

6008 契約検査事務費

小計（うち、特別会計・企業会計・組合会計分）

18,267

18,267

0

小計（うち、一般会計分）　　　　　　　　　　 22,582

3,831 3,797

10,721

3,382

地域づ
くり組
織等と
の連
携・協

働

事業名・担当室名

合計（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　 22,582

契約検査室

6012

事務
事業
ｼｰﾄ
番号 2014 

(H26)

５．部局による施策評価

評価

計画どおり事業推進

６．今後の施策の方向性、改善方法

・平成２８年度の運用開始に向け、新たな総合計画「新･理想郷プラン」の策定に係る審議会の開催をはじめ、パ
ブリックコメントや地域懇談会等を通じ、引き続き市民・地域・市職員といった多様な主体の参画による計画づく
りに取り組みます。
・新たな総合計画「新･理想郷プラン」と連動させながら、「まち･ひと･しごと創生法（平成２６年１１月制
定）」に基づき、国と一体となった人口減少抑制の取組や地域課題の解決等を図るため、本市の人口の現状と将来
展望を示す人口ビジョンと今後５年間の施策の方向性等を示す「名張市 まち･ひと･しごと創生 総合戦略」の策定
を進め、地域活力の創生を目指します。

・平成２７年度予算編成方針において、「なばり元気戦略 ～まちづくり・ひとづくり・しごとづくり～」「健康
で笑顔いっぱいの毎日 ～人と出会い、支え合い、生活の質を高める～」「地域資源を磨き、育て、生かす ～なば
りの環境･自然･文化･技術･産物の創出～」を優先的かつ重点取組施策として明らかにし、戦略的な施策展開を図る
ための取組を進めました。
・限られた職員数でより効果的な事務執行体制の確立を図るため、組織・機構見直し方針（H26～H30）に基づき、
管理職級職員の抑制に努めるとともに、職員のマネジメント能力育成やチェック機能強化を図るため副室長の配置
拡大を進めました。

成果・評価理由

３．取組内容

○課題解決への取組内容

事業費
(単位：千円)
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